









































































































伝承 (『じゃじゃ馬ならし』)す シンシオ,ボッカチォ等のイタリアの小説 (『ベニスの商人』『から騒
ぎ』『十二夜』『以尺報尺』『終わりよければすべてよし』),イタリアの喜劇 (『恋の骨折 り損』『夏の






























































































1590-2   *
1592-3   *
1593--4
1594--5
1595-6   *
1596--7    *
1597--8    *






































































































舞台にのせる日数 インターバルの数 詫 倍鑑
11        4    41(13)
14       11    28( 9)
13        6    22(10)
12        6    41( 8)
126            岡村俊明:シェイクスピアの史劇論
『ヘンリー 五世』          9        5    45( 7)
『ロミオとジュリエット』      6         o    26( 9)
『ジュリアス・シーザー』      5        4    35( 4)
『ハムレット』          7       2    24( 7)
『マクベス』              9         3     29( 6)
『オセロー』            3        1'   14( 7)











































Charles Whibley,“Chroniclers and Antiquarieぎ',7功♂Cα物う湾弛9打,sん99アどηど′λ力Lゲルηttηf Fιη盗じ¢ηθ¢
αηプ資っのタクηα″οη,Vol HI,Sir A WヽVard and A R Waller,eds(Cambridge U P,1932),p313
Geoffley Bullough,ハリ陶磁汝わ9,ηガDttηα″ε δοクπ盗げ S力》妙 ″紀すEρガル″βηg′ゲs力可テs力υ PIttsf Fraηっ レ監
買去,力α知グザIL買ん力αガ rr Vol HI(London:Routledge and Kegan Paul,1966),p42
EM Vヽ Tillyard,“The First Tetralogy",S滋力盗″効″ C力″θλ″ 7935‐7θσO(Oxford U P,1963),pp 87‐88
『ジュリアス・シーザー』論については,拙著『シェイクスピアを読む』所収の「歴史劇への視点一『ジュリア
ス・シーザ ー 』J(朝日新聞社,朝日選書)61-69頁を参照。
舞台にのせる日数及びインターバルについては『研究社詳注シェイクスピア』による。登場人物の数は『リバー
サイド・ シェイクスピア』版を元にしている。そこに登場人物として名前の出ている者の数をかぞえ,その最後
にひとまとめにくくられている人物を「その他の登場人物」としている。かぞえる際,「2人の人夫」「3人の魔
女」等をそれぞれ1人としている。
(1992年8月31日受理)

